
比
丘
ら
よ
、
あ
の
チ
ャ
ラ
ナ
と
い
う
画
は
心
の
思
い
に
外
な
ら
ぬ
（
巳
ヰ
の
ロ
，
『
四
・
冒
庁
冒
冒
）
。
比
丘
ら
よ
・
心
は
ま
こ
と
に
あ
の
チ

ャ
ラ
ナ
画
よ
り
な
お
多
様
（
・
茸
秒
‐
菌
国
）
で
あ
る
。

こ
の
一
節
は
、
兵
藤
論
文
（
以
下
、
一
二
・
ヘ
ー
ジ
）
に
い
う
凰
詐
四
Ｖ
○
苛
四
と
い
う
釈
義
の
源
と
見
得
る
で
あ
ろ
う
。

「
心
雑
染
故
有
情
雑
染
・
…
・
」
の
句
は
、
重
説
の
多
い
ニ
カ
ー
ャ
の
中
で
、
た
だ
、
こ
の
一
箇
処
に
し
か
見
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、

多
く
の
佛
教
者
の
心
に
深
く
触
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
に
相
遠
な
い
。
そ
れ
は
や
が
て
大
毘
婆
沙
論
（
巻
一
四
二
、
大
正
二
七
、
七
一
三
ｂ
）
や

顕
宗
論
（
巻
五
、
大
正
二
九
、
七
九
五
ｂ
）
に
意
根
の
増
上
力
を
示
す
教
証
と
し
て
引
か
れ
、
維
摩
経
（
大
正
一
四
、
五
四
一
ｂ
、
茎
ハ
三
ｂ
）

浄
」
の
句
を
含
む
。

パ
ー
リ
阿
含
、
相
応
部
第
二
十
二
相
応
第
一
○
○
経
窃
昌
］
臼
）
の
後
半
は
、
名
高
い
「
心
雑
染
故
有
情
雑
染
、
心
清
浄
故
有
情
清

比
丘
ら
ょ
、
こ
の
ゆ
え
に
し
ば
し
ば
お
の
れ
の
心
を
観
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
Ｉ
こ
の
心
は
長
夜
に
負
欲
に
よ
り
憎
悪
に
よ
り
愚
昧

に
よ
っ
て
よ
ご
さ
れ
て
い
る
、
と
。
比
丘
ら
よ
、
心
の
よ
ご
れ
に
よ
っ
て
有
情
は
よ
ご
れ
、
心
の
き
よ
ま
り
に
よ
っ
て
有
情
は
き
よ

ま
る
（
凰
芹
四
閏
日
置
］
①
鼠
の
胃
融
の
四
日
冨
扁
２
日
』
．
ｇ
芹
豐
ら
目
目
の
鼻
勵
急
切
昌
冒
口
ら
・
比
丘
ら
よ
、
チ
ャ
ラ
ナ
と
い
う
画
（
８
３
冒
昌

冒
日
秒
・
洋
菌
日
）
を
見
た
こ
と
が
あ
る
か
．
。

目
Ｐ
・
洋
菌
日
）
を
見

師
よ
、
あ
り
ま
す
。

心
染
有
情
染
心
浄
有
情
浄

櫻
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建
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１
幻
二
コ
隆
一
○

ロ
く
・
卜
（
卜
、、

成
唯
識
論
（
巻
四
、
新
導
本
一
五
四
・
ヘ
ー
ジ
）
は
阿
頼
耶
識
の
存
在
を
証
す
る
た
め
に
こ
の
経
句
を
引
い
て
「
謂
染
浄
法
、
以
心
為
本
、

因
心
而
生
、
依
心
住
故
、
心
受
彼
重
、
持
彼
種
故
」
と
い
う
。
松
田
論
文
（
以
下
、
四
○
・
ヘ
ー
ジ
）
に
い
う
阿
毘
達
磨
集
論
お
よ
び
集
論
釈

の
十
二
縁
起
支
解
釈
は
す
な
わ
ち
そ
の
線
に
沿
っ
て
い
る
。

こ
の
経
句
は
、
ま
た
、
究
寛
一
乗
宝
性
論
（
］
○
自
切
庁
Ｃ
己
①
Ｑ
も
．
雪
』
大
正
一
三
、
八
三
七
ｂ
）
で
は
、
無
始
以
来
心
に
と
っ
て
雑
染
法
は
客

来
の
も
の
で
あ
り
、
清
浄
法
は
倶
起
し
て
あ
い
離
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
語
る
教
証
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
右
の
成
唯
識

論
に
お
け
る
引
用
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
そ
れ
は
織
田
論
文
（
以
下
、
四
。
ヘ
ー
ジ
）
に
論
ぜ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
阿
梨
耶
識
と
如
来
蔵
と
を
一

つ
に
視
よ
う
と
す
る
智
幟
の
解
釈
を
先
取
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
決
し
て
偶
然
の
成
し
た
一
例
で
は
な
い
。
大
乗
の
論
師
ら
に
と
っ
て
も
、
阿
含
は
ま
さ
し
く
教
証
（
凋
騨
日
砂
）
で
あ
っ
た
。

因
み
に
、
も
う
一
つ
そ
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
右
の
経
句
に
劣
ら
ず
有
名
で
あ
り
右
の
経
句
と
時
に
は
あ
い
伴
っ
て
引
か

れ
た
り
も
す
る
も
の
に
「
心
性
本
浄
、
客
塵
煩
悩
」
の
句
が
あ
る
。
こ
れ
は
。
〈
－
リ
阿
含
で
は
増
支
部
１
５
（
シ
］
ら
）
に
見
え
る
。

比
丘
ら
よ
、
こ
の
心
は
光
り
輝
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
外
来
の
も
ろ
も
ろ
の
け
が
れ
（
息
塑
匡
］
”
の
四
》
「
随
煩
悩
」
）
に
よ
っ
て
け

が
さ
れ
て
い
る
。
比
丘
ら
よ
、
こ
の
心
は
光
り
輝
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
外
来
の
も
ろ
も
ろ
の
け
が
れ
を
離
れ
て
い
る
。

異
部
宗
輪
論
に
説
く
大
衆
部
系
の
「
本
宗
同
義
」
の
中
に
同
趣
旨
の
句
が
現
わ
れ
る
（
寺
本
・
平
松
本
、
三
四
。
ヘ
ー
ジ
）
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
唯
識
・
如
来
蔵
思
想
系
の
諸
経
論
に
き
わ
め
て
し
ば
し
ば
こ
れ
は
見
出
さ
れ
る
。
中
で
も
、
ま
さ
し
く
経
蔵

か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
の
は
、
究
寛
一
乗
宝
性
論
（
］
。
ｇ
鴛
○
巨
旦
も
傷
大
正
一
三
、
八
一
三
二
ａ
ｂ
）
に

冨
冨
巨
○
冨
冨
￥
宮
鳥
目
‐
胃
号
目
、
ご
胃
色
目
・
茸
四
目
掛
目
群
鳥
目
‐
巨
冨
匡
鼠
筥
樗
ロ
冨
冨
遇
湧
冨
旨
（
故
経
中
説
言
、
自
性
清
浄

に
は
維
摩
詰
が
優
波
離
に
罪
性
の
体
の
無
を
説
く
教
証
と
し
て
引
か
れ
る
日
・
伊
胃
ロ
○
芹
。
》
旨
し
同
旨
の
。
唇
①
日
の
昌
号
量
目
騨
巨
自
昌
》
喝
．
忠
》
２

心
、
客
塵
煩
悩
染
）



と
あ
る
も
の
で
、
・
ハ
ー
リ
文
と
は
字
句
が
一
致
し
な
い
が
、
別
の
所
伝
に
よ
る
阿
含
の
文
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

説
一
切
有
部
が
こ
の
説
を
認
め
な
か
っ
た
の
も
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
考
え
方
を
最
も
鮮
明
に
示
し
て
い
る
の
は
順
正
理
論

（
巻
七
二
、
大
正
二
九
、
七
三
三
ａ
ｂ
）
で
、

聖
教
亦
説
、
心
本
性
浄
、
有
時
客
塵
煩
悩
所
染
。
此
不
応
理
。
刹
那
滅
法
、
如
器
垢
除
、
不
応
理
故
。
…
．
：
所
引
至
教
（
四
囲
目
餌
）
与

理
相
違
、
故
応
此
文
定
非
真
説
…
…
応
知
、
此
経
違
正
理
故
、
非
了
義
説

と
、
諸
法
刹
那
減
を
説
く
立
場
か
ら
、
断
乎
そ
れ
を
退
け
る
の
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
経
句
が
時
に
あ
い
伴
っ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、
先
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
現
に
、
第
一
の
経
句
（
昌
冨
‐

、
、

、
、

の
騨
日
匡
臥
弾
…
…
）
を
引
用
し
た
宝
性
論
の
上
掲
の
箇
処
は
、
勒
那
摩
提
の
漢
文
訳
で
は
「
依
自
虚
妄
染
心
衆
生
染
、
依
自
性
清
浄
心
衆
生

浄
」
と
訳
さ
れ
て
い
て
、
第
二
の
経
句
（
胃
鳥
目
‐
官
号
目
閾
国
日
日
．
：
）
の
意
趣
が
そ
の
訳
文
の
上
に
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
受
け
と
り
方
は
、
遠
く
日
本
の
佛
教
者
の
理
解
の
上
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。
親
鶯
『
正
像
末
法
和
讃
』
の
巻
末
に

附
せ
ら
れ
る
「
愚
禿
悲
嘆
述
懐
」
に
は

罪
業
モ
ト
ョ
リ
カ
タ
チ
ナ
シ
妄
想
顛
倒
ノ
ナ
セ
ル
ナ
リ

心
性
モ
ト
ヨ
リ
キ
ョ
ヶ
レ
ト
コ
ノ
世
ハ
マ
コ
ト
ノ
ヒ
ト
ソ
ナ
キ
（
親
鴬
聖
人
全
集
和
讃
篇
二
一
五
。
ヘ
ー
ジ
）

と
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
「
別
和
讃
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
の
中
で

罪
業
モ
ト
ョ
リ
所
有
ナ
シ
妄
想
顛
倒
ヨ
リ
オ
コ
ル

心
性
ミ
ナ
モ
ト
キ
ョ
ヶ
レ
ハ
衆
生
ス
ナ
ワ
チ
佛
ナ
リ
（
同
右
二
七
九
。
ヘ
ー
ジ
）

と
い
う
形
で
も
見
え
て
い
る
・
こ
れ
を
親
鴬
作
と
認
め
得
る
か
ど
う
か
は
実
は
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
い
ず
れ
に
し
て
も
、

上
記
の
維
摩
経
に
見
え
た
第
一
の
経
句
の
受
容
と
、
如
来
蔵
思
想
に
立
つ
第
二
の
経
句
の
受
容
と
が
、
一
つ
に
な
っ
た
理
解
を
そ
こ
に
見

出
す
、
と
言
っ
て
不
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

３


